
2006年 4月に石川県立自然史資料館が仮オープン !

事務局

私たちと同じように「県立の自然史博物館を !」 という活動は、全国でもい<つかの都道府県で

イ子われています。その中で、来年4月に石川県立自然史資料館が仮オープンすることになりました。

この設立にあたつては、石川県自然史系団体協議会が中ノらになつた「石川県に自然史博物館を実現

する会」の活動があつてのことでした。ここでは、石川県での自然史博物館設立への活動の経緯や

石川県立自然史資料館の概要、さらに NPO化する石川県自然史系団体協議会の今後の活動につい

て、資料をもとに紹介します。「石川県に自然史博物館を実現する会」副会長の古池 博氏にはい

<つかの資料を送つていただき、お世話になりました。

石川県立自然史資料館設置への活動と経緯

1968年に旧第四高等学校の校舎に設けられ

た石川県郷土資料館には自然史関係の標本の

展示室がありましたが、石川県郷土資料館の発

展 した県立歴史博物館には自然史関係の展示

室はな<、 自然史博物館も誕生しませんでした。

石川県における自然史博物館の実現にあけ

ての活動は、1978年に金沢大学や多<の自然研

究会などの有志が中ノらになり、石川県自然史博

物館設立準備会ができ、矢□事に要望書を提出し

て以来、今日に至るまで設置運動が延々と弓|き

継がれてきました。

1996年に「石川県に自然史博物館を実現する

会」(以下「実現する会」)が設立され、同年に

県議会に対して「石川県に自然史博物館のすみ

やかな実現を求める請願書」を提出しました。

この請願書は、県議会で取り上|ずられ、県議全

員―致で採択されました。これらより、自然史

博物館の実現が具体的に進みだします。

1998年には、石川県教育委員会から基本構想

についての包括的な質問が「実現する会」に寄

せられ、「実現する会」として「 自然史博物館

基本構想についての解答」および「自然史博物

館基本構想」を提出しました。それを受けて県

教育委員会は、2003年に「自然史資料館 (仮称 )

基本構想」を策定し、自然史整備室が設けられ

ました。そして、2005年 7月から改修工事が

開始させれ、研究収蔵棟と教育普及棟が 4月 に

仮オープンすることになりました。また、2006

年度には県立施設として条例化され、指定管理

者制度の導入が決まつているそうです。

なお、それ以後については、展示棟など整備

して 2009年に展示棟も新設され、2009年に全

面オープンの予定です。しかし、石川県も財政

悪化で厳し<、 全体の予定も遅れや設計規模も

縮小されているようです。そのため、「すべて

が従来の経験・慣行の枠にははまらず、とにか

<前進するには、あらゆる面で新しい観点と創

造ll■、そして忍耐が求められている」そうです。

「石川県立自然史資料館」は、「実現する会」

の目標からすれば中間段階のもので、当面、こ

の設立と充実に力を尽<し、自然史博物館に接

近するのが「実現する会」の基本方針というこ

とです。現在、既存の 2棟の建物を改装工事中

(研究収蔵棟 +教育普及棟)ですが、基本設計

では完成段階 (展示棟新設)でも 4000m2程度

にしかならないようです。設備も仮オープン当

初はほとんど揃わないそうです。

石川県に自然史博物館を実現する会

「実現する会」は、県民運動の団体で個人会

員約 400名、団体会員 60名ほど、県会議員の

約半数が顧間だそうです。

石川県自然史系団体協議会は、その名称の通

り、そのうちの自然史系団体約 30団体が結集

した組織で、近<「特定りに営利活動法人石川県

自然史センター」に移行するそうです。これは、

自然史にかかわる県民の活動を総合的に支

援 口協力・連帯する機構 (セ ンター)で、「石

川県立自然史資料館」の本体業務の管理運営を

l旨定管理者として委託する目的をもつて設立

されます。また、「実現する会」は、「石川県自

然史資料館」が発足すれば通常の博物館の「友

の会」の役割も果たすことになるそうです。



施設見学と自然観察会報告

山梨県環境研究所と環境省生物多様性センター

横山 謙二

環境省生物多様センターの画像と映像の展示 ロビーの手作 りの展示

夏休み最後の日曜の 8月 28日 に、山梨県環

境研究所と環境省生物多様 ll■ センターの見学

会を実施しました。参力□者は、20名です。

まず、環境省生物多様センターを見学しまし

た。生物多様センターでは、環境庁の施設とし

て、日本の自然や生物多様ll■についての研究や

教育活動を行つています。また、『生物多様性

情報システム』として、自然環境保全基礎調査

の成果や日本の自然環境、生物多様性に関する

情報をインターネツトにより情報提供してい

ます。

建物は、一般の方が利用できる図書資料閲覧

室と展示室、また別棟の標本室と研究室からな

つています。今回は、残念ながら標本室や研究

施設を見ることができませんでしたが、標本室

は 3重ものガードがあり、湿度・温度がしつか

り管理されているそうです。展示室は標本がま

つた<な <、 パネルや映像の展示物ばかりで、

つまりませんでした。あしろ□―ビーにある、

手作 りの展示物や実物標本のほうが面白かつ

たです。

駅に、富士山五合目奥庭に向かい、動植物の

自然観察を行いました。夏休みの最後の日曜日

でしたので、シヤトルバスは行楽客で混み合つ

ていましたが、幸い天気がよ<、 間近で見る富

士山がきれいでした。さて、自然観察のほうで

すが、地質屋の自分は植物 口昆虫 口鳥がまつた

<わからないので、勉強するつもりで写真をい

つぱい撮つてきました。その結果、昆虫ではア

カタテハチョウ、ヒメアカタテハチ∃ウ、植物

ではヤマハハコ、コケモモ、カラマツ、コメツ

富士山五合目 奥庭での観察会



山梨県環境研究所

奥庭からの富士山頂

ガ、アキノキリンソウなどの写真が撮れました。

鳥は、動きが早<、 望遠レンズがないので満足

な写真が撮れませんでしたが、なんとかルリビ

タキらしい鳥の写真がとれました。

奥庭で自然観察を終え、山小屋でまずいキノ

コそばを食べた後、山梨県環境研究所に向かい

ました。

山梨県環境研究所では、総務課の教育スタツ

フの副主幹、中澤 修さんに、説明をしていた

だきました。山梨県環境研究所は、自然と人の

生活とが調和 した地域の実現の支援と環境に

配慮した日常生活の実践や環境保全活動の支

援を目的とした施設です。

スタツフの人数は、研究部で 18名、総務課

(総務、環境教育 口情報担当)で 8名です。研

究部は、地域環境政策研究部 (緑地計画学、環

境資源 環境計画学、人類生態学 )、 環境健康研

究部 (環境生理学、生気象学、環境生化学 )、

自然環境研究部 (地球科学、植物生態学、動物

生態学)からなります。施設内は、研究施設と

環境教育施設に分かれています。環境教育施設

は、環境学習室・研修室 口生態観察園・自然観

察路・環境情報センター ロホール・談話室 ロデ

ツキ広場など充実した施設があります。環境教

育活動は、施設内の展示や環境情報センターの

ほなに、学習プログラム『環境教室』を実施し

ています。

最後に、今回の見学会の感想を述べたいと思

います。まず、展示物ですが、両館ともに、標

本の展示が少な<メ ンテナンスがかかる最新

の機械による展示が主体であることが気にな

りました。映像や写真は、インターネツトでい

つでも見られる世の中になつてきている中で、

わざわざここまで来て標本がみられず、映像・

写真を見て帰るのもつまらないと感じました。

また、最近の博物館によ<ある野外展示ですが、

自然豊かなこの地域においては、自然観察路な

どは、あしろ不自然な感じがしました。静岡県

で自然史博物館を作るときは、標本が見られな

<、 場違いな自然をつ<る不自然史博物館は作

つてほし<ないと感じました。

今回の見学会では、自然環境関係の研究・教育

施設を見学しましたが、皮肉なことに、展示物

を見て覚えた動植物の名前はありませんが、奥

庭の自然観察では多<の動植物の名前を覚え

ることができました。やはり自然を学/3iの に、

自然にかなうものはありませんね。

見学会関連ホームベーブ

生物多様センター ホームペーブ

http://_.biodic go.ipノ

生物多様ll■情報システム

http://_.biodic.9o.jpノ」―IBIS

環境省インターネツト自然研究所
http://―.sizenken biodic.goipノ

山梨県環境科学研究所

http://―.yies pref.yamanashi.ip
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表富士西日塚の散策と裾野市立富士山資料館の見学

及川 忠広

表富士西臼塚での植物観察 「山の神」とされる西日塚の墳丘にあるミズナラの木

平成 15年 10月 15日、秋の富士山における

自然観察会として表富士西臼塚の散策、施設見

学として裾野市立富士山資料館の訪間を実施

しました。

当日は雨の予報も出ていましたが、集合時刻

ではまだ薄曇りの天候。紅葉はまだ本格的には

始まつていなかつたものの、間近に見える富士

山の偉容に驚きつつ、杉野先生のガイドで西臼

塚の遊歩道を散策しました。

西自塚は、富士山の寄生火山ともいえる小噴

火□の跡地であり、まるで鉢かクレーターのよ

うにFiB没 した古い火□が見られます。周囲はカ

エデの仲間、ブナなどの林となつており、三宅

先生のガイドによればシカやモグラ、ネズミな

どのほ乳類の気配も強<、 カラ類、カケスなど

の野鳥の声も間かれました。

集合した会員は、杉野先生より紅葉の仕組み

についてうかがい、レジュメによつて力エデの

仲間の葉の見分け方もあさらい。遊歩道の両脇

に生えるホソェアザミなどの野草、ミツキ、ホ

オノキ、サンシ∃ウバラなどのさまざまな樹木

についてレクチヤーを受けながら林の中を歩

きました。

林の土壌は豊かなようで、倒木の上にはコケ

が生え、多数の種類のキノコも顔を出していま

した。また、どこの地面や木の幹にも多<の種

類のザトウムシが見られました。ひじょうに長

い脚でゆらゆらと移動するザ トウムシの姿は

ユーモラスでカメラに収めている会員もあ り

ました。

途中、杉野先生はサンシ∃ウ、ゴマキなどの

葉をつみ取り、その香りを紹介して下さいまし



シカの足跡

た。また、会員が拾つた力エデの葉や種につい

ても解説していただきました。

林の中には多数のモグラ塚が見られ、ネツミ

のトンネルの□も見られました。また、シカの

足跡も多<見られ、この―帯に多<の個体が生

息していることがうかがえました。

おまけにシカのふんも発見でき、樹木の根本

にはシカたちが歯で表面をそぎ取つて食べた

跡も見られたほどです。

西臼塚の噴火□跡は、まるで小さな富士山火

□そのもので、小高い斜面を登り切ると、その

向こう倶」が数十メートルと落ち<ぼんだ地形

をしています。火□の縁には樹齢 300年ともい

われるミズナラの大木が生えています。山の神

として祭られており、祠もありました。

西臼塚の観察を終え、昼食ののちには水ケ塚

公園に移動。遊歩道の散策し、裾野市立富士山

資料館へと向かいました。

富士山資料館のテーマはひじように明llkで、

富士山と周辺地域にお |する自然史、民俗資料の

収集とに絞つてあります。自然史と民俗の両方

をテーマとしているため、富士山の人山活動を

示す溶岩やコア・サンプル、動物の最」製、頭骨、

また|ま富士山頂測候所の職員たちの記録、古民

具、歴史文献、祭事資料に至るまでを収集して

いますが、そのほとんどが一荻資料であること

が特徴的といえます。展示方法はいささか古い

ことは否めませんが、レプリカや模型、モニタ

ーでの再生映像、科学館でよ<用いられる電気

機器的な展示をいつさい使用しないことが、新

設博物館ばかりを見慣れた目にはかえつて新

鮮で驚きでもあります。これは―駅資料の収集

がいかに重要で、その価値が計り矢Dれないこと

を女□実に語つていると思われます。その収集資

料は裾野市の広報紙でも毎月紹介されており、

江戸 0き代にしとめられたニホンオオカミの頭

シカのふん

骨、富士山頂測候所の気象レーダードームのパ

ネル、沢」候所職員が山頂で収集した昆虫の標本

などが報じられていました。

ニホンオオカミの頭骨は、裾野市のみならず

全世界的にも貴重な資料であり、その由来を記

した古文献と共に歴史民俗資料としても価値

の高いものと思われます。

展示館と展示館とをつなぐ通路の窓が紙製

の目張りで覆われていました。しかし、そこに

はのぞき窓が開けられており、窓外には野鳥の

ための餌台が設置してありました。きわめて簡

単な野鳥観察施設といえ、周囲の環境に恵まれ

れば他所でも設置可能な展示といえるでしよ

lD。

当日、期間展示として、火山活動とその被害

に関する展示がありました。過去、富士山や浅

間山の蹟火で近隣の村々が被つた被害を紹介

していました。また、会員たちの大きな関ノbを
0乎んだのが、神奈川県立地球博物館の新丼田学

芸員製作による地形鳥臓図でした。これは地球

観測衛星ランドサツトの収集したデータなど

をもとに、各種のソフトによつて描かれた地形

CGであり、高低差にデイフォルメをかけるこ

とによつてより地形の形状を分かりやす<し
た画像です。あたかも高度数千メートルの空か

ら伊豆半島や富士を見下ろしたかのような現

実感あふれるポスターは、地球博物館でも人気

となつたとのことです。自然博ネツトの会員は、

来年のミニ博物館でこの地形図が展示できた

ら、とも語り合いました。

富士山は、静岡と山梨のみならず、全世界に

もアピールできる自然の宝庫です。近年、さま

ざまな荒廃の実態が明らかになつていますが、

これらの破壊を<い止めるべ<、 自然の豊かさ、

大切さを記録、アピールしてゆ<ことも博物館

に課せられた任務のひとつといえるでしよう。
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生物学を学んだ時に、まだ誰も知らない名の無い生き物を見つけ、名前をつけることが出来たら

いいなという夢をずつと見ていました。幸運にもそんな機会に巡りあうことが出来ましたが、記載

に向けてはかなりの時間と労力が掛かりました。アカイシサンシ∃ウウオは2004年に新種記載され

ましたが、最初の 1個体を見てから、次の 1個体を見るまで約 10年、さらに記載されるまでに 18

年、合計 28年が費やされてやつと記載までにこぎつけているのです。

最初の 1個体は現在京都大学教授の加藤 真先生と弟の加藤 徹さんが学生の時、静岡市内の山

中で採集され、大学の研究室に持ち込んだものでした。採集場所周辺をかなり丹念に探しましたが

その後採集されることはありませんでした。次の個体が採集されたのはまさに偶然でした。中川根

の山中で道に迷い、川に向かつて直下に降りていた時、ふと石をめ<るとこのサンシ∃ウウオがい

たのです。さらに数匹を採取しました。しかし、そこは川からの距離も長<何処が産卵場所か皆目

見当もつきませんでした。

その決に採集されたのはさらに5年が経過してしました。今度は近<に川があるので幼生を採集

しようと川の石をひたすらめ<つたのです、それこそ何日も、しかし一向に見つかりません、個体

数が少ないためと夜行1生のために見つかりに<いのではと夜間の調査も行いました。しかし、見つ

からないのです。日本に生息する小型サンシ∃ウウオは 18種になりましたが、アカインサンシ∃ウ

ウオ除<そのほかのサンシ∃オウオは幼生の方が観察しやすいのです。

幼生期間は水に依存しているため、川ないしは池などを観察するだけですぐに発見できるのです。

また、静岡に生息しているハコネサンシヨウウオ、ヒダサンシヨウウオは川の中で越冬幼生として
1年以上水中生活するためいつでも簡単に見つけることが出来るのです。約 2年ほぼ毎週生息地

に通いました。川の中、林床の石はぐり、落葉かきを徹底的に行いました。通ううちに2ケ月に 1

個体、ひと月に数個体と生息環境と観察できるところが判つてきたのです。途中当時京都大学院生
の見澤康充さんの協力もあり調査は急速に進展していきました。成体の出現が、産卵期と考えられ

る3寺期にある一点に集中していることが分かつてきました。そして待ちに待つたあなかの膨らんだ
メスが現れたのです。産卵場はやはりこの付近なのです。採集個体はすぐに京都大学に送り卵巣内
のデーターを貰いました。卵径は大き<卵数は日本産のどの種類よりも少ないことが判明しました。

産卵形態は流水タイプと断定できたのです。

見澤さんと共に産卵場所と想われるところを掘り進みました。深さ lm以上長さ 10数 m、 道具の

ビツケル、鍬も2人とも数本を失つていました。しかし、一向に卵のう (5口を包んでいる袋)の姿を

見ることは出来なかつたのです。このサンシヨウウオの生態はまだ完全に解明されたわけではな<、

いまだに産卵された卵のうは見つかつていません。

また、来年もまだ見ぬ卵のうを求め山に入ります。
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今年もカバマダラが静岡県東部と西部で多数見られました。カバマタ
゛
ラが静岡県にやつてきたの

|ま 1965年 9月に水窪町でした。静岡昆虫同好会の会誌「駿河の昆虫」によりますと、当日は台風
の翌日晴天であつたと報告されてます。これは、台風に運ばれて飛んできた迷蝶です。その後の静
岡県へのカバマダラの飛来は1970年 9月に浜松市天竜川堤防、1973年 8月下旬に大東町、1974

年9月に静岡市清水区興津、1983年 10月に静岡市葵区西草深で記録されてます。ここまでの記録
はすべて採集にしろ目撃にしろ見つかつたのは 1頭だけです。このことは、前に台風が来ていたか

分かりませんが一過lll■の迷蝶として飛来したものだと考えられます。その後、1990年代に入つても
カバマダラは静岡県にやつてきます。1997年 9月以降に西部の竜洋町、磐田市鮫島、1998年には

浜松市田尻町、中田島町などでカバマダラの成虫と卵、幼虫が多数見つかつてます。さらに、2000

年に入つては沼津市香員山、2001年韮山町でやはり、成虫、卵、幼虫が複数見つかつてます。そし
て今年 (2005年)8月以降に西部の大須賀町、浅羽町で多数の成虫が見られました。また、トウワ

タから卵が多数見つかり、ガガイモからは幼虫が見つかりました。さらに、東部の函南町から多数
の成虫が見られました。

そこで、注目ずべき現象を述べますと1980年代までのカバマダラの飛来 (記録)は単発の1頭

だ|すでした。しかし、1997年以降、今年の記録はすべて複数でさらに卵や幼虫までが複数記録さ
れてます。大須賀町の発生地の方に伺つたら、「この蝶は6月過ぎに左<さんここで飛んでいた」
とあつしやつていた。そうすると、10月下旬に多数見られたカバマダラは2度から3度ここで発
生を繰り返していたのではないかと想像をします。
1997年以降、地球温暖化によつて南万系の蝶が静岡でも世代を繰り返せる環境になつたのかと

思いますが、それほど自然界は人間の者えるほど単純ではないことも覚悟してますので、今後の
カバマダラの調査が楽しみです。

終わりに、カバマダラはどんな蝶かご紹介します。写真の成虫は翅の裏ですが、最近、みなさん
の家の花壇や公園でよ<見られるツマグロヒヨウモンというオレンブ色に黒点のある蝶に良<似て
います。フウセントウワタという生け花に使う植物にも飛んできます。
写真は磐田市鮫島にて入交 1多氏により撮影されたものてす。



静岡県の三角点 (5)

富士山周辺の一等三角点

興石 邦昭

図 1 富士山をとりまく6つの一等三角点の位置

日本で最も高い標高の三角点は、二等三角点

ではあるが、富士山 (3776m)である。この富

士山を取り巻<よ うに6つの―等三角点がある。

それらは山梨県の黒岳 (1793m)と御正体山

(1682m)、 神奈川県の神山 (4438m)、 静岡県

の毛無山 (1946m)と愛鷹山 (1187m)、 羽鮒

山 (321m)である (図 1)。 ここでは静岡県内

の 3つの一等三角点について述べる。

1)毛無山は富士山の西麓、天守山地の最高

峰で、第三紀中新世の人成岩と泥岩とからなる

海成層が隆起して形成された。毛無山へは国道

139号線を北上し、朝霧高原グ リンバーク入□

を左折、さらに約 2 km先の丁字路を左折する

と、その先 400mが登山□で、そこから徒歩 10

分ほどで地蔵峠方面との分岐点に至る。ここか

らは、1000mの登りとなり、縦走路に至るまで

の間に 1～9合目の各標識がある。自然林の山

道が続き、2含目の先の見情台からは不動の滝

が遠望でき、秋の滝周辺の紅葉は素情らしい。

9合目から 5分ほどで縦走路に至り、10分ほど

で一等三角点の山頂に出る。山頂からは荒々し

い大沢崩れの刻まれた富士山を眺望できる。登

山□から山頂までは徒歩約 3時間の行程であ

る。毛無山の最高地 (1964m)は山頂から東北

東約 600mの地点で、最高地を示す標識はない

が、お花畑が広がつている。

2)愛鷹山は富士山の東南東、更新世の成層

火山である愛鷹連峰の南端に位置する、連峰の

最高峰は北端の越前岳 (1504m)である。愛鷹

山へは国道 1号線のバイバス、中里西交差点な

ら須津渓谷方面へ 8 kmほどで大棚の滝入□に

でる。そこからさらに 1 8km先の沢山橋を渡る

と登山□である。第―展望台の指道標に従つて

須津川の左岸を下ると杉の植林に囲まれた急

登が始まり、やがて檜の植林となり、徒歩 10寺

間ほどで神谷分岐点の尾根にでる。さらに 10守

間ほどヤマツツプの密生する自然林の尾根を

たどると、やがてブナ林となり、袴越岳 (はか

まごしだけ、1248m)に着<。 ここから右方へ

25分、見事なブナの原生林からなる馬場平に至

り、さらに 100mほ ど下つて上り返せば、35分
ほどで愛鷹山の山頂に着<。 山頂は小広場とな

つており、そのほぼ中央に標石が埋設されてい

る。近<に愛鷹明神奥宮があり、山頂の北1貝」は

切り開かれているので富士山がよ<見える。

3)羽鮒山は富士宮市の西万に広がる古富士

泥流からなる羽鮒丘陵南肩の最高点である。こ

こへは」R身延線、沼久保駅から県道 25号線を

芝川駅方面に約 900m進み、古田バス停を右折

して 500mほど先の羽鮒山展望台入□の案内板

を右折すると林道羽鮒曲線に入る。さらに 15
km先の羽鮒山展望台入□から約 400m行けば

登り□である。ここまでは車で行ける。ここか

ら未舗装道を行<と テレビの中継電波塔があ

り、その鉄柵手前 6mの藪の中に羽鮒村―等三

角点標石が埋設されている。ここは全<展望が



きかないので、羽鮒山展望台まで約 10分足を

延ばしたい。そこからは北東に富士山が、東万

に愛鷹連峰が見える。愛鷹火山や富士山の前々

身である小御岳火山、さらに後方の箱根火山が

それぞれ噴煙をあ|ずている約 30万年前の情景

を思い描<と面白い。羽鮒丘陵にはギフチ∃ウ

は見られな<なつたようであるが、多<の蝶や

毘虫などが生患している。帰路、芝川駅南東 700

mの富原橋から富士川左岸に降り立ち、loom
ほど下つた崖に露出している芝川溶岩の柱状

節理や芝川駅北 6.5 kmの柚野橋で芝川の急流

と礫が穿つた芝川溶岩のポツトホールなどを

観察することができる。

―等三角点標石 :毛無山 愛鷹山 羽鮒村

図書の紹介

日本の動物はどこがらきだが
動物地理学の挑戦

京都大学総合博物館 編
岩波科学ライブラリー109 定価 :1200円

京都大学総合博物館で同名の特別展を 2005年秋に開催する
に先立つて発行された本。日本は島国なので、そこにすぬ動物
はいつかどこからか渡つてきたはずで、と<に沖縄や小笠原諸
島、伊豆諸島の動物の起源は興味深い。これらの動物地理学の
問題に哺yじ類はじめヘビ、トカゲ、サンシヨウウオ、ビヮコォ
オナマズ、海水魚、ネクイハムシ、アサリなどに関して、最近
の遺伝子データも含めて京都大学の動物地理学の研究者 13人

が執筆している。全体が 112ベーブで、各項目が 7～8ペーブほどにまとめられていて読みやすい。
遺伝的にニホントカゲとは別種の伊豆諸島にいるオカダトカゲが伊豆半島にもいるらしい。伊豆半

島が南から日本列島に衝突した説を裏付けるとしているが、南から来た伊豆半島にすあォカダトカゲ
の先祖はどこから来たのだろうか。また、小笠原諸島に固有種の陸貝が 73種もいるという。明治時
代に貝の採集人を雇い日本全国で陸貝を採集させた在野の貝類研究家、平瀬与―郎の標本から明らか
になつたという。現在ではこの固有の陸員はほとんどが絶減しているか、絶滅寸前だそうだ。彼の標
本がなければ孤島の固有種について知られることはななつたろう。
本書は動物地理学についてのとても興味深い本である。しかし、動物地理学の議論に海底地形や地

質学的な検討があまりされていないのが残念だつた。と<に、琉球列島の動物分布に関する地史につ
いて、図などを加えて詳細に述べてほしかつた。とはいっても、久し6りに動物地理学の本に出合え、
最近の遺伝子データが活用され、生物多様性や環境保護とも関連して、動物地理学の重要性を再認識
できてうれしかつた。 (柴 正博)
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今年度の静岡県自然学習資料

横山 謙二

保存事業

自然学習資料保存事業事務室 湯浅氏植物標本のダンボールの山

現在、静岡県の委託事業として自然学習資料

保存事業室に集められた昆虫 植物 地質 貝類

の総標本数は、102,355標本にも及びます。そ

のうち今まで 3年間の事業で仮評価 登録済ん

でいるものが 5,882標本、仮評価中のものが

20,535標本、仮評価準備中のものが 925標本で

す。また、これから受け入れる予定の標本が

163,000標本あります。

今年度の事業進行状況

今年度の自然学習資料保存事業は、平成 17

年 6日 14日 に教育委員会三島分館から、静岡

市清水区中部健康福祉センター庵原分庁舎に

資料などが移転し、7月 1日から事業が開始し

ました。事業は、標本室や事務室の設営や荷物、

および図書の整理作業と同0寺 に湯浅保雄氏植

物標本の整理作業からとりかかりました。

図書は、古生物学会の蔵書を中心に事務室の

隣の部屋に図書室を設営し、整理をしました。

しかし、蔵書が多いため本棚に入りきらず、現

在全部の図書が整理しきれていない状況です。

また、湯浅氏植物標本は 65,000標本もあり、

整理と受入作業に0寺間がさらにかかりそうで

す。また、9月 15日 より小林國彦氏昆虫標本の

受入作業にとりかかりました。小林氏標本は、

主に静岡県と山梨県産のチ∃ウの標本です。標

本数は、90箱 7,000標本もあります。現在、こ

れらの標本の受入台帳を作成し、2/3ほど終了

しています。今年度の事業としては、この小林

氏昆虫標本と現在仮評価中の高橋氏や清氏、諏



訪氏の昆虫標本 20,535標本の仮評価と登録を

済ませる予定です。

施設内の状況

静岡市清水区中部健康福祉センター庵原分

庁舎の 1階は、難病相談福祉センターが入□に

ありますが、左奥のスベースが資料保存事業に

割り当てられています。その部分には、標本収

蔵室、旧レントゲン室、旧現像室があります。

標本収蔵室は、地質および貝類標本室として使

用し、現在は部屋の半分に棚を組み、標本が保

管されています。旧レントゲン室は、現在は乾

燥機と冷凍庫がおかれ、標本処理室として利用

しています。また、旧現像室は現在使用してい

ません。

2階は、階段を上つた正面左イ貝」のスベースに、

事務室と倉庫、図書室、植物標本室、昆虫標本

室を配置しました。なお、2階の左奥のスベー

スは中部健康福祉センター庵原分庁舎の事務

所になつています。図書室は、古生物学会の蔵

書、池谷文庫、土文庫等の地質学関係の図書で、

すでにいつぱいでになつています。倉庫は、未

静岡県自然学習

資料保存事業

移転先

(中部健康福祉センター庵原分庁舎

整理の図書やミニ博物館の展示バネルなどを

収蔵してあります。植物標本室は、部屋の半分

が湯浅氏植物標本で占められ、残り半分のスペ

ースは植物標本の整理作業に利用 しています。

毘虫標本室は、その 1/3ほどのスベースが毘虫

標本の収蔵に当てられ、残りは昆虫標本の整理

作業スベースとして利用しています。また、外

の倉庫は、湿気が強<紙類を保存するには不向

きで、また重量物に耐えられる床ではないため、

現在利用していません。

まだ利用しきれていない部屋がありますが、

収蔵スベースとしてはそれほど余裕もな<、 ま

た図書になども書架がな<整理できない状況

です。今後予想される搬入標本の量などを考え

ると、今借りているスベースだけでは、収まり

きれな<なるのは間違いありません。

自然学習資料保存事業室の連絡先

住所 424-0806 静岡市清水区 4丁目 4-17

中部健康福祉センター庵原分庁舎 2階
冨∃言舌  0543-67-2111

ジ
ヽ″″一

昆虫標本の標本箪笥
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静岡県の化石 (3)

アケビガイ 深海での「食生活」革命

延原 尊美

深海は季節的な変化もあまりないし、おそろ

しい敵 (捕食者)もいない。読者のみなさんは

「深海」について極めて平和なイメーブをお持

ちかも知れない。ところが深海底は餌の獲得に

関して言えば浅海域以上に厳 しい世界なので

す。海洋生物の場合、一般的に食物連鎖の起点

となるのは光合成を行う植物プランクトンに

なります。光が差し込あ浅海や海洋表層部では、

植物プランクトンが光合成をイ子い、つねに食物

連鎖の起点となる有機物の生産が行われてい

ます。ところが、深海では、そのようにして海

洋表層で作られた有機物 (プランクトンやそれ

を食べている動物の遺骸や糞など)が、降つて

<るのを待たなければなりませんし、海底に到

達する間に、遊泳性の動物に消費されたりしま

す。果たして、深海底に生きる動物は貧し<つ
つましやかな生活をお<つ ているのでしよう

か? たしかに、二枚貝の仲間では深海ll■のも

のになると体のサイズが l cm以下になりどん

どん小さ<なつてい<傾向があり、これは餌と

なる資源量の減少への適応として紹介されて

います。

ところが、1977年、ガラバゴス沖の深海の海

底温泉からチユーブワームやシロウリガイ類

など大きな動物からなるコロニーが発見され

ました。深海にもかかわらずその生物量の大き

さは旧来の常識を覆すものであり、20世紀最大

の生物学的発見とも言われました。これらの体

サイズの大きい深海生物は体内に共生細菌を

飼つており、これらに地下から湧いて<る硫化

水素やメタンを利用させてエネルギーを得て

いることが、その後の研究で明らかにされまし

た。つまり、光合成によつて作られた有機物に

たよらな<とも、地下から硫化水素やメタンが

湧いていれば困らないというわけです。

静岡県からもこのような暮らし方をしてい

る三枚貝の化石が、推‖|1市の約 200万年前の地

層 (満水層や土万層という陸棚斜面に堆積した

泥岩層)か ら産出しています。アケビガイとい

うシロウリガイ類の一種で、現在も生きている

種類です。シロウリガイ類は、潜水艇による調

査で、深海の海底温泉や冷湧水□などで数多<
発見されていますが、アケビガイの方はそれら

より生息水深が浅<、 水深 100-200m付近の陸

棚斜面の泥底から8寺折、漁船による底弓|き網等

で混獲されています。現生アケビガイの生態に

ついてはいまだ未解明なことが多<、 逆に化石

の産出状況 (大型の化石が自生 口密集すること)

などから、メタン湧水を利用していたことが指

摘されています。

アケビガイを含ぬシロウリガイ類も、もとも

とは浅海に住んであり、他の二枚貝と同じよう

にやはり光合成によつて生産された有機物に

たよつて生きていたものと思われます。いつた

いどのようにして、細菌を共生させて深海に進

出していったのでしようか ? 浅海と深海の

はざまに生息するアケビガイは、まさにそのよ

うなプロセスを解明する上で重要な位置にあ

るといえるでしよう。

アケビガイの化石は、推日|1駅南の開発時には

大量に産出したとのことですが、残念ながら現

在では一部のコレクシヨンを除いてはその状

況を矢Bるすべはありません。二枚貝の進化を解

明する上でも、はたまた当時の地球環境を考え

る上でも貴重な資料です。

満水層産アケ

13


